
しせい
  ニュース

市
営
住
宅
入
居
者
の
募
集
に
つ
い
て

都
市
整
備
課
（
内
線
５
９
５
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
地
域
事
務
所
総
合
窓
口
課 

☎
９
６
７
ー
１
１
１
１

双
海
地
域
事
務
所
総
合
窓
口
課 

☎
９
８
６
ー
１
１
１
１

　

平
成
２２
年
度
の
市
営
住
宅
入
居
希

望
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
住
宅

　

下
表
の
と
お
り

■
入
居
申
込
資
格

○
伊
予
市
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所

が
あ
る
こ
と
。

○
現
在
、
住
む
所
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

○
同
居
を
予
定
す
る
親
族
が
い
る
こ

と
。（
条
件
に
よ
り
、
単
身
も
可
）

○

世

帯

全

員

の

所

得

月

額

が
、

１５
万
８
千
円
、
も
し
く
は
、
２１
万
４
千

円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

○
地
方
税（
市
税
）を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
。

○
い
わ
ゆ
る「
暴
力
団
員
」で
な
い
こ
と
。

※
詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
家
賃

　

対
象
住
宅
の
立
地
条
件
等
に
よ
り

算
定
し
た
基
礎
額
か
ら
、
入
居
す
る
方

の
所
得
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

■
選
考
方
法

　

住
宅
困
窮
度
合
い
に
よ
り
選
考
し
難

い
場
合
は
、
公
開
抽
選
で
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。
な
お
、
空
き
戸
数
が
な
い

場
合
は
、
補
欠
入
居
者
と
し
て
抽
選
に

よ
り
入
居
順
位
を
決
め
、
空
き
家
が
生

じ
次
第
順
次
入
居
を
決
定
し
ま
す
。

※
母
子
、
高
齢
者
、
心
身
障
害
者
世
帯
等
に

つ
い
て
は
、
入
居
順
位
の
優
遇
が
あ
り
ま

す
。

■
応
募
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈪
～
１９
日
㈮
の
執
務
時

間
中（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
受
付
順
は
、
入
居
順
位
と
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
手
続
き

　

都
市
整
備
課
、
中
山
・
双
海
地
域
事

務
所
総
合
窓
口
課
の
窓
口
で
、
申
込
書

を
配
布
し
ま
す
。
説
明
書
類
を
よ
く

読
ん
で
、
必

要
書
類
を
各

窓
口
へ
提
出

し
て
く
だ
さ

い
。

■募集対象住宅一覧表

位置する地域 本庁地区 中山地区 双海地区

入居者を募集す

る団地・住宅名

安広

団地

新川

団地

鳥ノ木

団地

泉町３

住宅

門前

住宅

竹之内

団地

豊岡

団地

寺尾

団地

下灘

団地

二瀬

団地

あかね

団地

夕やけ

団地

双海

団地

空室状況※１

（数字は空き戸数）
満室 満室 満室 満室 満室 １ＤＫ：３ 満室 満室 満室 満室 満室 満室 満室

住

宅

基

本

情

報

建築年度 Ｈ１４ Ｈ７
Ｓ４８

～５４
Ｓ６１ Ｈ１４ Ｈ８ Ｈ２

Ｓ５１
～５３

Ｈ１８ Ｈ１３ Ｈ１０ Ｈ８ Ｓ４７

家賃目安※２
２３千～

５７千円

２０千～

４１千円

９千～

２６千円

２０千～

３９千円

１３千～

４８千円

１２千～

３９千円

１８千～

３６千円

１２千～

２４千円

２０千～

３９千円

１９千～

３７千円

１８千～

３４千円

１８千～

３５千円

４千～

８千円

住居形態

３ＬＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ
３ＤＫ ４ＤＫ

３ＬＤＫ

１ＤＫ

３ＬＤＫ

１ＤＫ
３ＤＫ ３Ｋ ３ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ

浴室・トイレ 有 有 有※３ 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有

エレベーター 有
１棟有

２棟無
無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無

駐車場※４ 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有

その他 電化 電化
共同

ガス
戸建

一部

電化

一部

電化

共同

ガス
ー 電化 電化 ― ― ー

※１ 空き状況は、退居者の発生や、り災者対策による入居などにより変更となる場合があります。

※２ 入居者資格内における家賃額の幅を表記しています。家賃額は所得によって変動します。

※３ 鳥ノ木団地の浴槽、給湯設備は入居者による設置・管理となります。

※４ 駐車場は満車の場合があります。

広報いよし (12)



伊予市役所☎９８２－１１１１（代）中山地域事務所☎９６７－１１１１（代） 双海地域事務所☎９８６－１１１１（代）

広報いよし(13)

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別

市
民
生
活
課
（
内
線
５
３
５
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
し
て

分
別
す
る
も
の

　

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
と

は
、
お
店
で
物
を
販
売
す
る
際
に
、
商

品
を
入
れ
た
り
包
ん
だ
り
し
て
い
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
、
中
身
を
消
費
し

た
後
、
不
用
と
な
る
物
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
識
別
表

示（
マ
ー
ク
）が
付
い
て
い
る
物
を
指

し
ま
す
。

　

分
別
に
迷
っ
た

ら
、
こ
の
表
示
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

意
見
公
募
手
続
制
度
に
よ
る
意
見
を
求
め
ま
す

　

市
で
は
、
次
の
２
件
に
つ
い
て
、
伊

予
市
意
見
公
募
手
続
条
例
に
基
づ
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

■
政
策
等
の
名
称

①
伊
予
市
総
合
計
画
実
施
計
画（
案
）

②
伊
予
市
第
三
セ
ク
タ
ー
等
経
営
改

革
プ
ラ
ン（
案
）

■
閲
覧
場
所

○
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

・
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

・
中
山
地
域
事
務
所

・
双
海
地
域
事
務
所

※
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.

city.iyo
.lg.jp

）で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
期
限

　

２
月
５
日
㈮
～
２６
日
㈮

※
直
接
持
参
す
る
場
合
は
、
８
時
３０
分
～

１７

時
１５
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
意
見
の
提
出
方
法

　

意
見
提
案
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
直
接
持
参
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

行
政
改
革
・
政
策
推
進
室（
〒
７
９
９
ー

３
１
９
３
、
伊
予
市
米
湊

８２０
番
地
、

９
８
３
ー
３
６
８
１
、
Ｅ
メ
ー
ル 

po
licy@

city.iyo
.lg.jp

）

行
政
改
革
・
政
策
推
進
室
（
内
線
６
６
８
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
出
す
際
の

注
意
事
項

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
以
外

の
物
は
、
絶
対
に
入
れ
な
い
。

②
汚
れ
て
い
る
場
合
は
、
軽
く
水
で
す

す
い
で
か
ら
出
す
。（
洗
え
な
い
物

や
汚
れ
が
取
れ
な
い
物
は
、「
燃
え

る
ご
み
」で
出
す
。）

③
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
歯
磨
き
粉
チ
ュ
ー

ブ
な
ど
の
容
器
は
、「
燃
え
る
ご
み
」

で
出
す
。

④
レ
ジ
袋
に
入
れ
て
か
ら
、
さ
ら
に
ご

み
袋
に
入
れ
る「
二
重
袋
出
し
」
は

し
な
い
。

⑤
ボ
ト
ル
類
・
カ
ッ
プ
・
パ
ッ
ク
類
・
ト

レ
イ
類
な
ど
の
種
類
別
に
分
別
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
ま
と
め
て
４５
リ
ッ
ト
ル
以
外
の
透
明
又
は

半
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋（
レ
ジ
袋
可
）に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　乗らなくなった
バイクをお持ちの方は、　

ナンバーの　　　　
　　　返納手続きを！

　軽自動車税は、毎年４月

１日現在において、ナンバー

登録がある軽自動車・原付・

小型自動二輪車・小型特殊

車の所有者に対して課せら

れます。

　乗らなくなった車両があ

る場合は、３月末までにナ

ンバーの返納手続きをして

ください。

　車両の譲渡があり、名義

変更をしていない方も、同

様に手続きをしてください。

■問い合わせ

　税務課（内線５３１）

伊
予
市
の
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て福

祉
課
（
内
線
５
２
７
）

　

１
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら

次
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
暮
ら
し
の
中
で
の
悩
み

や
心
配
事
、
困
り
事
の
あ
る
方
は
、
お

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
人
権
擁
護
委
員

○
武
市 

正
彦
さ
ん（
再
任
）

○
西
山 

一
幸
さ
ん（
再
任
）

○
岡
田 

誠
一
さ
ん（
新
任
）



家
を
取
り
壊
し
た
と
き
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

税
務
課
（
内
線
５
３
２
・
５
３
４
）

　

税
務
課
で
は
、
新
増
築
家
屋
の
調

査
を
不
動
産
登
記
申
請
等
に
よ
り
実

施
し
、
こ
の
調
査
を
も
と
に
賦
課
期

日（
１
月
１
日
現
在
）の
状
況
を
固
定

資
産
税
課
税
台
帳
に
登
録
し
、
翌
年

度
か
ら
課
税
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
取
り
壊
し
家
屋
に
つ
い
て

も
、
不
動
産
登
記
申
請
等
に
よ
り
、
実

地
調
査
や
見
回
り
を
行
い
、
翌
年
度

の
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
か
ら
除
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
登
記
申
請
を
し
て
い
な

い
、
又
は
、
未
登
記
で
あ
る
場
合
の
家

屋
の
取
り
壊
し
に
つ
い
て
は
、
調
査

員
が
道
路
か
ら
目
視
で
き
な
い
な
ど
、

現
況
把
握
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
た

め
、
法
務
局
で
滅
失
登
記
申
請
の
手

続
き
を
行
う
か「
家
屋
滅
失
届
書
」
を

税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

しせい
  ニュース

伊
予
市
統
計
調
査
員
の
募
集
に
つ
い
て

企
画
財
務
課
（
内
線
５
８
８
）

　

市
で
は
、
国
勢
調
査
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
統
計
調
査
に
従
事
す
る
、
統
計

調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
統
計
調
査
員
の
仕
事
内
容

　

調
査
票
の
配
布
、
回
収
や
回
収
し
た

調
査
票
の
点
検
、
整
理
な
ど
。

■
注
意
事
項

　

調
査
員
と
し
て
登
録
す
る
と
、
調
査

を
実
施
す
る
ご
と
に
、
市
か
ら
連
絡
を

し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
各
種
調
査
ご
と
に
実
施
時
期
や

規
模
が
異
な
る
た
め
、
年
に
よ
っ
て
は
一

度
も
調
査
の
お
願
い
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
報
酬

　

報
酬
額
は
、
調
査
の
種
類
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

■
調
査
員
の
登
録
資
格

○
２０
～
７０
歳
未
満
の
方

○
伊
予
市
内
で
調
査
活
動
が
可
能
な
方

○
税
務
、
警
察
、
選
挙
事
務
等
に
直
接

関
係
の
な
い
方

○
守
秘
義
務
を
遵
守
で
き
る
方

お
お
ひ
ら
保
育
所
が
２
月
に
完
成
し
ま
す

福
祉
課
（
内
線
５
３
８
・
５
３
９
）

　

現
在
、
お
お
ひ
ら
保
育
所
の
新
園
舎

を
大
平
地
区
公
民
館
の
横
に
建
築
し

て
い
ま
す
。
３
月
か
ら
新
し
い
園
舎

で
保
育
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

お
お
ひ
ら
保
育
所
は
、
定
員
に
空

き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
所
を
希
望

す
る
方
は
、
お
お
ひ
ら
保
育
所（
☎

９
８
３
ー
１
４
４
２
）、
又
は
、
福
祉
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■おおひら保育所の施設概要

名　称 部屋数 備　考

乳児室 １ 沐浴、調乳室を併設

保育室 １

遊戯・保育室 ２

ミーティングルーム
（事務室）

１ 医務・相談室を併設

調理室 １

多目的ホール １

トイレ １ 幼児用、多目的トイレ

広報いよし (14)

▲２月の完成に向けて、建築中の

　おおひら保育所（１月１４日撮影）



納  期  限 口座引落日

固定資産税
（第４期）

国　保　税
（第８期）

３月１日（月） ３月１日（月）

広報いよし(15)

＝２月の市税納期＝

■問い合わせ　税務課収納担当（内線５４８・５４９）

今月の市税の納期は次のとおりです。

納期限までに必ず納めましょう。お宅の暖房機器は大丈夫？

○ガスや灯油を使うときは、必ず換気！

・時々、窓を開ける。

・排気ファンの作動を確認する。

○電気を使うときは、漏電に注意！

・焦げるにおいや発熱、異常音がしたら使用中止。

・ほこりはコンセントからプラグを抜いて、乾いた布で除く。

○おかしいなと思ったら、プロに点検を依頼！

・機器を買った販売店やメーカーの相談窓口などで確認。

・点検を装った悪質な訪問販売には、注意を！

○「取扱説明書」は、よく読んで保存。

消費者相談窓口（産業経済課）

専用電話 ☎９８２－１２８９ 

ホップホップ ステップステップ消費者消費者力力

リコール製品はこちらで確認できます。

 独立行政法人 製品評価技術基盤機構（ＮＩＴＥ）

 http://www.jiko.nite.go.jp/index4.html

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

こ
れ
か
ら
年
金
を
受
給
す
る
皆
さ
ん
へ

裁
定
請
求
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

年
金
は
、
自
動
的
に
受
け
取
れ
る
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
受
給
資
格
を

満
た
し
て
い
る
方
が
、
年
金
を
受
給
す

る
場
合
は
、
受
給
者
本
人
が
年
金
を
受

け
取
る
手
続
き（
裁
定
請
求
）を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
際
に
必
要
と
な
る
届
出
書
が

「
裁
定
請
求
書
」で
す
。

「
裁
定
請
求
書
」の

事
前
送
付
に
つ
い
て

【
年
金
の
受
給
資
格
が
あ
る
方
】

　

年
金
の
受
給
資
格
が
あ
り
、
６０
歳
・

６５
歳
で
受
給
権
が
発
生
す
る
方
に
は
、

年
金
支
給
開
始
年
齢
に
達
す
る
約
３

か
月
前
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
本
人

宛
に
裁
定
請
求
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

記
載
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
年
金
事
務
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※「
裁
定
請
求
書
」
は
、
約
３
か
月
前
に
送
付

さ
れ
ま
す
が
、
裁
定
請
求
書
の
提
出
日
や

戸
籍
謄
本
、
住
民
票
等
の
発
行
日
に
つ
い

て
は
、
受
給
権
発
生
日（
誕
生
日
の
前
日
）

以
降
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

【
裁
定
請
求
書
が
届
か
な
い
場
合
】

　

裁
定
請
求
書
が
届
か
な
い
方
は
、

日
本
年
金
機
構
で
年
金
の
受
給
資
格

が
確
認
で
き
な
か
っ
た
方
で
す
。
た

だ
し
、
カ
ラ
期
間
を
加
算
す
れ
ば
受

給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※「
カ
ラ
期
間
」と
は
、

①
昭
和
６１
年
３
月
以
前
に
配
偶
者
の
扶
養

で
あ
っ
た
期
間

②
平
成
３
年
３
月
以
前
に
学
生
で
あ
っ
た

期
間

③
昭
和
３６
年
４
月
以
降
の
２０
～
６０
歳
に
海

外
に
在
住
し
た
期
間

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

日
本
年
金
機
構
松
山
西
年
金
事
務
所

☎
９
２
５
ー
５
１
０
５

※
社
会
保
険
事
務
所
は
、
１
月
か
ら
日
本
年

金
機
構
の「
年
金
事
務
所
」に
名
称
変
更
し

ま
し
た
。

▲中山町漆地区の梅林（平成２１年２月１８日撮影）



皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す
。

平
成
２１
年
中
の
火
災
発
生
状
況
報
告

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

シートベルトを正しく着用しましょう！

＝ 市内の交通事故状況 ＝

＝ 市内の街頭犯罪等発生状況 ＝
（１２月末日現在）

１２月 累計 前年比

侵 入 盗 ３件 ６２件 －２８件

自 動 車 盗 ０件 ７件 ＋ １件

オートバイ盗 ２件 ２１件 － ２件

自 転 車 盗 ２件 ５０件 －３１件

車 上 ねらい １件 ４４件 －１９件

安全は 一人ひとりの 意識から
安心は 人のつながり 地域から

（１２月末日現在）

１２月 累計 前年比

発　生 ２２件 ２１２件 ＋２９件

死　者 ３人 ５人 －１ 人

傷　者 ３３人 ２８５人 ＋５６人

水 道 の 休 日 当 直 当 番 業 者

◆土・日曜日、祝日の上水道、簡易水道、条例水道の緊急業

務（簡易な修理は除く。）は、次の当直水道指定工事事業

者にご相談ください。

月 日 指定工事事業者 電　　話

２

６㈯ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

７㈰ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８

１１㈭ 友澤設備 大　平 ９８２－１３８１

１３㈯ 武智水道工業㈱ 上三谷 ９８２－１２６８

１４㈰ ㈲田中興業 中　山 ９６７－０５５８

２０㈯ ㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０

２１㈰ 佐伯工業所 灘　町 ９８３－１２４４

２７㈯ ㈲港南設備 稲　荷 ９８２－４４８７

２８㈰ Ｋ・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３

３
６㈯ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５

７㈰ ㈲栄電機設備 中　山 ９６７－１３１８

※業者への依頼は、８：００～１７：００の時間帯にお願いします。

※水道メーターから宅地側の修理は、個人負担となります。

広報いよし (16)

しせい
  ニュース

■平成２１年中火災発生状況
（調査中の２件は未計上）

区　分 平成２０年 平成２１年 前年比

件　数 １４ １６ ２

損害額（千円） ３０，４３２ ５４，４２９

建
物

件　数 １０ １３ ３

焼損面積（㎡） ２８１ ８３８

焼損表面積（㎡） １１ １２

損害額（千円） ２８，３７６ ５０，９３８

林
野

件　数 ０ ０ ０

焼損面積（a） ０ ０ ０

損害額（千円） ０ ０ ０

車
両

件　数 ２ ２ ０

損害額（千円） １，９１４ ３，４７０ １，５５６

船
舶

件　数 ０ ０ ０

損害額（千円） ０ ０ ０

そ
の
他

件　数 ２ １ △１

損害額（千円） １４２ ２１ △１２１

り災世帯数 ５ ８ ３

り災人員 １４ １８ ４

負傷者数 ２ ３ １

死　者 １ ０ △１

※平成２１年の地区別内訳は、本庁地区１２件、中山

地区２件、双海地区２件です。

　

平
成
２１
年
に
市
内
で
発
生
し
た

火
災
件
数
は
１６
件
、
損
害
額
は
約
５
，

４
０
０
万
円（
２
件
調
査
中
）で
し
た
。

平
成
２０
年
と
比
較
す
る
と
、
件
数
で
は

２
件
増
加
と
な
り
、
損
害
額
も
約
２
，

４
０
０
万
円（
２
件
調
査
中
）の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
毎
月
１
件
程
度
の
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房
器
具
を
使

う
機
会
が
多
い
季
節
以
外
に
も
、

火
災
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

自
分
の
家
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い

て
も
、
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や

不
注
意
か
ら
発
生
す
る
こ
と
が
大
半

で
す
。
自
分
た
ち
の
命
や
財
産
は
、
自

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
こ
と
を
心
掛

け
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■出火原因と件数
（調査中の２件は未計上）

原　因 件数
石油ストーブ １
器具付きコード １
風呂かまど １
ブレーキライニング １
ライター １
排気管 １
消し炭薪 １
点検灯 １
その他の電気機器 １
たばこ １
不明 ４

合　計 １４



広報いよし(17)

■伊予市管内の火災と救急出場件数（１２月末日現在）

種別 １２月分 累計（１月から）

火 災

件 数

本庁 １

１

本庁 １２

１６中山 ０ 中山 ２

双海 ０ 双海 ２

救急出場

件 数

本庁 １１６

１５８

本庁 １，２９８

１，７５６中山 ２１ 中山 ２１５

双海 ２１ 双海 ２４３

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

『
火
災
に
早
く
気
付
く
た
め
に
』

平
成
２１
年
中
の
救
急
出
場
状
況
報
告

救
急
車
の
出
場
件
数

　

平
成
２１
年
の
救
急
出
場
件
数
は
、１
，

７
５
６
件（
前
年
比
４４
件
増
）で
、
１
，

６
８
０
人（
前
年
比
５３
人
増
）を
搬
送

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
伊
予
市
民
の
約

２３
人
に
１
人
が
救
急
車
を
利
用
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
搬
送
人
員

の
内
訳
は
、
左
表
の
と
お
り
と
な
っ
て

お
り
、
傷
病
の
程
度
で
は
、
軽
症
者
が

搬
送
人
員
全
体
の
５２
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

年
々
救
急
車
の
出
場
件
数
が
増
加

し
、
搬
送
中
に
他
の
救
急
要
請
が
あ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で

の
時
間
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
車
は
、
だ
れ
で
も
要
請
す
れ
ば

■平成２１年救急車の出場件数等

○出場件数

　　１，７５６件（前年比４４件増）

○救急車の搬送人員の内訳

急病 ９９６人
一般負傷 ２６４人
交通事故 ２１４人
その他 ２０６人

合　計 １，６８０人

○搬送人員の傷病程度の割合

重症者
１５％

軽症者
５２％

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
本
当

に
生
命
に
か
か
わ
る
傷
病
者
の
搬
送

に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
症
状
の
軽
い
方
や
救
急
車
で
病

院
に
行
け
ば
早
く
診
て
も
ら
え
る
と

い
っ
た
安
易
な
考
え
の
方
、
ま
た
、
自

家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
で
病
院
に
行
け

る
方
な
ど
は
、
救
急
車
の
利
用
を
控
え

て
く
だ
さ
い
。

１１９

番

す

る

前

に
今
一
度
考
え

て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

毎
年
全
国
で
は
、
火
災
で
約
千
人
の

方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、

そ
の
原
因
の
多
く
が「
逃
げ
遅
れ
」
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

逃
げ
遅
れ
の
原
因
の
中
で
大
半
を

占
め
て
い
る
の
が
、
火
災
に
気
付
く
の

が
遅
れ
て
し
ま
い
、
避
難
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
場
合
で
す
。
そ
の
た

め
、
条
例
改
正
に
よ
り
、
既
存
住

宅
に
は
、
平
成
２３
年
５
月
３１
日
ま

で
に「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を
設

置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、「
煙

式
」
と「
熱
式
」
の
２
種
類
が
あ
り
、

家
電
量
販
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
購
入

す
る
場
合
は
、
消
防
署
や
市
役
所

と
い
っ
た
自
治
体
関
係
者
を
装
っ

て
、
高
額
で
販
売
す
る
悪
徳
訪
問

販
売
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

中等症者
３３％


